
　
今
年
度
４
月
以
降
、「
社
会
福
祉
法
人
の
事
業

展
開
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
で
、
社
会
福
祉

連
携
推
進
法
人
（
以
下
、「
連
携
推
進
法
人
」）と

い
う
新
し
い
制
度
が
検
討
さ
れ
、
12
月
10
日
の
第

６
回
検
討
会
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
最
終

の
報
告
書
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働
化

　
社
会
福
祉
法
人
の
組
織
再
編
を
含
む
方
法
と
し

て
は
、
元
々
社
会
福
祉
法
人
同
士
の
合
併
・
事
業

譲
渡
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
統
合
し
た
例
は
あ

ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
基
盤

を
強
化
す
る
た
め
、
統
合
の
手
前
で
社
会
福
祉
法

人
の
自
主
性
を
確
保
し
つ
つ
連
携
を
強
化
で
き
る

新
た
な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
中
心
と
す
る
都
道
府
県
域
で
の
複
数
法
人
間

連
携
の
取
組
の
推
進
と
、
社
会
福
祉
法
人
が
主
体

と
な
っ
た
連
携
推
進
法
人
の
設
立
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
検
討
会
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
中
で
は
、
参
加

法
人
の
範
囲
は
、「
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い

る
法
人
、
関
係
自
治
体
、
そ
の
他
連
携
業
務
に
関

す
る
業
務
を
行
う
者
（
社
会
福
祉
従
事
者
養
成
機

関
等
）
と
し
、
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
る
法

人
が
２
以
上
（
う
ち
社
会
福
祉
法
人
が
１
以
上
が

必
須
）」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
参
加

法
人
全
体
の
中
に
社
会
福
祉
法
人
が
１
以
上
い
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
、
全
国
社
会
福
祉
法
人
経

営
者
協
議
会
（
以
下
、「
全
国
経
営
協
」）
で
は
、

「
社
会
福
祉
法
人
が
主
体
と
な
っ
た
連
携
」で
あ
る

以
上
、
社
会
福
祉
法
人
の
参
加
及
び
議
決
権
を
過

半
数
と
す
べ
き
と
の
意
見
を
再
三
伝
え
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
最
終
案
で
は
、
全
国
経
営
協
の
意
見

が
形
と
な
り
、
参
加
法
人
の
過
半
数
は
社
会
福
祉

法
人
と
さ
れ
、
更
に
は
議
決
権
も
過
半
数
が
社
会

福
祉
法
人
と
さ
れ
ま
し
た
。

連
携
推
進
法
人
の
業
務

　
連
携
推
進
法
人
の
業
務
は
、
①
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
連
携
　
②
災
害
対
応
に
係
る
連

携
　
③
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
　
④
本
部
事
務

の
集
約
や
設
備
の
共
同
購
入
な
ど
社
会
福
祉
事
業

の
経
営
に
関
す
る
支
援
　
⑤
社
会
福
祉
法
人
へ
の

資
金
の
貸
付
と
さ
れ
、
①
〜
⑤
の
業
務
に
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
他
の
業
務
を
実
施
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
連
携
の
業
務
に
特
化
す
る

た
め
社
会
福
祉
事
業
は
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
連
携
推
進
法
人
は
、
現
在
実
際
に
制
度
と
し
て

稼
働
し
て
い
る
医
療
分
野
の
「
地
域
医
療
連
携
推

進
法
人
」
制
度
と
類
似
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
実
例
を
見
ま
す

と
、
診
療
機
能
等
の
集
約
化
・
機
能
分
担
（
急
性

期
、
慢
性
期
患
者
の
受
入
れ
の
分
担
等
）、
医
療

機
器
の
共
同
利
用
、
医
師
配
置
の
最
適
化
、
人
材

育
成
の
連
携
と
い
っ
た
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
に
当
て
は
め
る
と
、
例
え
ば

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
な
ど
職
員
配
置
で
の
連
携

は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
共
同
研
修
や

地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
保
育
園
で
あ

れ
ば
土
曜
保
育
の
分
担
等
の
連
携
は
可
能
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
連
携
推
進
法
人
制
度
の
目
玉
は
、
資
金
の
貸
付

が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
本
来
、
社
会
福

祉
法
人
の
収
入
・
収
益
を
法
人
外
に
支
出
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
社
会
福
祉
法

人
が
資
金
を
拠
出
し
て
貸
付
原
資
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
仕
組
は
、
か
な
り
大
き
な
変
化
と

な
り
ま
す
。
貸
付
に
は
都
道
府
県
知
事
な
ど
所
轄

庁
の
認
定
が
必
要
で
、
貸
付
限
度
額
は
社
会
福
祉

法
人
の
拠
点
か
ら
法
人
本
部
に
繰
入
れ
可
能
な
額

の
範
囲
、
連
携
法
人
は
貸
し
付
け
ら
れ
た
資
金
を

他
の
資
金
と
は
区
分
経
理
す
る
な
ど
の
諸
条
件
が

あ
り
ま
す
。
資
金
の
返
済
方
法
で
あ
っ
た
り
、
会

計
処
理
の
仕
方
で
あ
っ
た
り
、
詳
細
の
検
討
は
こ

れ
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人
の
制
度

を
損
な
わ
な
い
仕
組
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

全
国
経
営
協
の
ス
タ
ン
ス

　
社
会
福
祉
法
人
の
大
規
模
化
（
＝
事
業
譲
渡
・

合
併
）
に
つ
い
て
、
全
国
経
営
協
は
、
制
度
的
に
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強
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
各
々
が
地
域
特

性
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
（
リ
ス
ク
）
を
十

分
分
析
し
た
上
で
対
応
す
べ
き
と
の
ス
タ
ン
ス
を

取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
法
と
し
て
は
、
初
め

に
法
人
の
多
角
化
・
多
機
能
化
等
に
よ
る
自
律
的

な
経
営
の
確
立
が
あ
り
、
次
に
連
携
・
協
働
、
そ

の
後
近
隣
施
設
等
へ
の
事
業
譲
渡
、
最
終
的
に
合

併
と
い
う
流
れ
を
基
本
と
す
べ
き
と
し
て
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
連
携
推
進
法
人
は
今
後
大
き

な
動
き
と
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
い
ろ
い

ろ
と
検
討
し
た
上
で
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

率
は
10
．８
％
（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

「
平
成
29
年
度
退
職
手
当
共
済
制
度
加
入
法

人
」）
と
低
く
、
こ
う
い
っ
た
事
実
を
き
ち
ん
と

発
信
し
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。

　
離
職
理
由
に
つ
い
て
は
、
左
表
（
前
職
を
や
め

た
理
由
）
の
と
お
り
、
職
場
の
人
間
関
係
、
結

婚
・
出
産
を
挙
げ
る
人
が
多
く
、
収
入
の
低
さ
を

理
由
と
す
る
人
は
一
定
数
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
婚
・
出
産
と
い

う
理
由
は
、
逆
に
言
え
ば
、
安
心
し
て
結
婚
・
出

産
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
れ
ば
離
職
せ
ず
に
済

む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
「
平
成

29
年
度
『
保
育
人
材
』
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
に
よ
る
と
、
経
営
者
が
考
え
る
職
員
の
離
職

理
由
の
第
一
位
は
「
転
職
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
離
職
理
由
は
こ
ち
ら
も
人
間
関
係
が
圧
倒

的
に
多
く
、
経
営
者
の
認
識
の
違
い
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。経
営
者
は
、主
観
で
は
な
く
ふ
か

ん
し
て
事
実
を
客
観
的
に
捉
え
、職
場
環
境
に
も
っ

と
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
に
は
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
も

の
を
含
め
、
地
域
の
様
々
な
福
祉
需
要
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
非
営
利
法
人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
の
一
つ
の
存
在
意
義
で
、
社
会
福
祉
法

人
の
責
務
と
し
て
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
公
益
的
な
取
組
に
は
、
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

こ
と
、
例
え
ば
保
育
園
で
あ
れ
ば
保
育
実
習
生
の

受
入
れ
や
学
生
の
保
育
体
験
、
育
児
相
談
会
、
地

域
の
子
ど
も
へ
の
園
舎
・
園
庭
の
解
放
、
絵
本
の

貸
出
し
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
も
十
分
当
て
は
ま
り

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
取
組
の
実
績
を
積
極
的
に

地
域
に
発
信
し
、
見
え
る
化
・
見
せ
る
化
し
、
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
経
営
を
め
ぐ
る
動
向

福
祉
人
材
の
確
保
と
経
営
者
の
役
割

〜
福
祉
人
材
を
め
ぐ
る
動
向
と
国
の
人
材
確
保
策
〜

明
日
の
法
人
経
営
を
考
え
る
〜
保
育
所
法
人
を
中
心
に
〜

人
口
構
造
の
変
化
と
対
応

　
日
本
の
人
口
は
、
平
成
21
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
全
体
的
に
減
少
を
続
け
ま

す
が
、
重
要
な
の
は
人
口
構
造
で
、
こ
れ
か
ら
生

産
年
齢
人
口
（
現
役
世
代
）
の
急
減
が
始
ま
り
ま

す
。
現
在
は
、
団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
後
期
高
齢
者
が
急
増

し
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
に
ど
う
対
応
す
る
か

と
い
う
局
面
で
す
が
、
２
０
２
５
年
以
降
は
、
75

歳
以
上
の
人
口
増
加
が
緩
や
か
に
な
る
一
方
、
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
全
て
65
歳
以
上
と
な
る
２
０

４
０
年
に
向
け
て
、
生
産
年
齢
人
口
の
急
減
と
い

う
新
た
な
局
面
に
入
り
ま
す
。

　
２
０
４
０
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
少
子
高

齢
・
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
で
、
現
役
世
代
の

人
口
が
急
減
す
る
中
、
社
会
の
活
力
の
維
持
向
上

に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の「
社
会
保
障

審
議
会
介
護
部
会
」
で
の
検
討
事
項
に
、「
介
護

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
（
健
康
寿
命
の
延

伸
）」と
あ
る
の
は
、
65
歳
以
降
に
な
っ
て
も
就

業
・
生
産
し
続
け
て
ほ
し
い
、
そ
う
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
で
局
面
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
政

府
の
方
向
性
が
感
じ
取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
ほ
か
、
多
様
な
人
材
の
就
労
・
社
会

参
加
の
促
進
、
生
産
性
の
向
上
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
、
高
齢
者
が
で
き
る
業
務
の
創
出
と
言
っ

た
こ
と
が
、
今
、
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
の
ポ
イ
ン
ト

　
新
し
い
人
材
を
確
保
で
き
て
も
、
離
職
者
が
多

け
れ
ば
人
手
不
足
は
解
消
し
ま
せ
ん
。
人
材
確
保

に
は
、
今
い
る
職
員
の
育
成
・
定
着
・
離
職
防
止

の
取
組
が
必
要
で
す
。

　
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
30
年
度

『
介
護
労
働
実
態
調
査
』」
に
よ
る
と
、
介
護
業

界
の
離
職
率
は
15
．４
％
で
、
全
産
業
の
離
職
率

14
．９
％
（
厚
生
労
働
省
「
平
成
29
年
度
雇
用
動

向
調
査
結
果
」）
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
高
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
社
会
福
祉
法
人
の
離
職

特 集
　
12
月
12
日
、
盛
岡
市
内
に
お
い
て
、
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
等
１
１
３
名（
74
法
人
）が
参
加
し
、「
社
会
福

祉
法
人
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」（
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
を
め
ぐ
る
最
新
動
向
と
と
も
に
、
経
営
者
と
し
て
考
え
る
べ
き
人
材
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
や
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
一
部
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全国社会福祉法人経営者協議会

地域共生社会推進委員会　専門員
村木　宏成 氏

出典：介護労働安定センター「平成30年度『介護労働実態調査』」

講師

令
和
元
年
度 

社
会
福
祉
法
人
経
営
セ
ミ
ナ
ー【
後
期
】

職場の人間関係に問題があったため

前職をやめた理由（複数回答）

結婚・出産・妊娠・育児のため

他に良い仕事・職場があったため

法人や施設・事業所の理念や運営の
あり方に不満があったため

収入が少なかったため

自分の将来の見込みが立たなかったため

その他

新しい資格を取ったから

人員整理・勧奨退職・法人解散・
事業不振等のため

自分に向かない仕事だったため

家族の介護・看護のため

病気・高齢のため

家族の転職・転勤、又は事業所の
移転のため

定年・雇用契約の満了のため

無回答
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前職が介護関係の仕事 (n=5,507)

(n=10,657)
前職が介護・福祉・医療関係以外
の仕事



　
今
年
度
４
月
以
降
、「
社
会
福
祉
法
人
の
事
業

展
開
等
に
関
す
る
検
討
会
」
の
中
で
、
社
会
福
祉

連
携
推
進
法
人
（
以
下
、「
連
携
推
進
法
人
」）と

い
う
新
し
い
制
度
が
検
討
さ
れ
、
12
月
10
日
の
第

６
回
検
討
会
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
か
ら
最
終

の
報
告
書
案
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

社
会
福
祉
法
人
の
連
携
・
協
働
化

　
社
会
福
祉
法
人
の
組
織
再
編
を
含
む
方
法
と
し

て
は
、
元
々
社
会
福
祉
法
人
同
士
の
合
併
・
事
業

譲
渡
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
統
合
し
た
例
は
あ

ま
り
聞
き
ま
せ
ん
。
社
会
福
祉
法
人
の
経
営
基
盤

を
強
化
す
る
た
め
、
統
合
の
手
前
で
社
会
福
祉
法

人
の
自
主
性
を
確
保
し
つ
つ
連
携
を
強
化
で
き
る

新
た
な
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
、
社
会
福
祉
協
議

会
を
中
心
と
す
る
都
道
府
県
域
で
の
複
数
法
人
間

連
携
の
取
組
の
推
進
と
、
社
会
福
祉
法
人
が
主
体

と
な
っ
た
連
携
推
進
法
人
の
設
立
に
向
け
た
検
討

が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
検
討
会
の
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
中
で
は
、
参
加

法
人
の
範
囲
は
、「
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い

る
法
人
、
関
係
自
治
体
、
そ
の
他
連
携
業
務
に
関

す
る
業
務
を
行
う
者
（
社
会
福
祉
従
事
者
養
成
機

関
等
）
と
し
、
社
会
福
祉
事
業
を
行
っ
て
い
る
法

人
が
２
以
上
（
う
ち
社
会
福
祉
法
人
が
１
以
上
が

必
須
）」
と
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
参
加

法
人
全
体
の
中
に
社
会
福
祉
法
人
が
１
以
上
い
れ

ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
、
全
国
社
会
福
祉
法
人
経

営
者
協
議
会
（
以
下
、「
全
国
経
営
協
」）
で
は
、

「
社
会
福
祉
法
人
が
主
体
と
な
っ
た
連
携
」で
あ
る

以
上
、
社
会
福
祉
法
人
の
参
加
及
び
議
決
権
を
過

半
数
と
す
べ
き
と
の
意
見
を
再
三
伝
え
て
き
た
と

こ
ろ
で
す
。
最
終
案
で
は
、
全
国
経
営
協
の
意
見

が
形
と
な
り
、
参
加
法
人
の
過
半
数
は
社
会
福
祉

法
人
と
さ
れ
、
更
に
は
議
決
権
も
過
半
数
が
社
会

福
祉
法
人
と
さ
れ
ま
し
た
。

連
携
推
進
法
人
の
業
務

　
連
携
推
進
法
人
の
業
務
は
、
①
地
域
共
生
社
会

の
実
現
に
向
け
た
連
携
　
②
災
害
対
応
に
係
る
連

携
　
③
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
　
④
本
部
事
務

の
集
約
や
設
備
の
共
同
購
入
な
ど
社
会
福
祉
事
業

の
経
営
に
関
す
る
支
援
　
⑤
社
会
福
祉
法
人
へ
の

資
金
の
貸
付
と
さ
れ
、
①
〜
⑤
の
業
務
に
支
障
を

及
ぼ
さ
な
い
範
囲
で
他
の
業
務
を
実
施
す
る
こ
と

は
可
能
で
あ
る
こ
と
、
連
携
の
業
務
に
特
化
す
る

た
め
社
会
福
祉
事
業
は
で
き
な
い
こ
と
と
さ
れ
ま

し
た
。

　
連
携
推
進
法
人
は
、
現
在
実
際
に
制
度
と
し
て

稼
働
し
て
い
る
医
療
分
野
の
「
地
域
医
療
連
携
推

進
法
人
」
制
度
と
類
似
し
た
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。
地
域
医
療
連
携
推
進
法
人
の
実
例
を
見
ま
す

と
、
診
療
機
能
等
の
集
約
化
・
機
能
分
担
（
急
性

期
、
慢
性
期
患
者
の
受
入
れ
の
分
担
等
）、
医
療

機
器
の
共
同
利
用
、
医
師
配
置
の
最
適
化
、
人
材

育
成
の
連
携
と
い
っ
た
取
組
が
な
さ
れ
て
い
ま

す
。
社
会
福
祉
法
人
に
当
て
は
め
る
と
、
例
え
ば

サ
ー
ビ
ス
管
理
責
任
者
な
ど
職
員
配
置
で
の
連
携

は
難
し
い
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
が
、
共
同
研
修
や

地
域
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
、
保
育
園
で
あ

れ
ば
土
曜
保
育
の
分
担
等
の
連
携
は
可
能
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
連
携
推
進
法
人
制
度
の
目
玉
は
、
資
金
の
貸
付

が
で
き
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
本
来
、
社
会
福

祉
法
人
の
収
入
・
収
益
を
法
人
外
に
支
出
す
る
こ

と
は
認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
社
会
福
祉
法

人
が
資
金
を
拠
出
し
て
貸
付
原
資
と
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
い
う
仕
組
は
、
か
な
り
大
き
な
変
化
と

な
り
ま
す
。
貸
付
に
は
都
道
府
県
知
事
な
ど
所
轄

庁
の
認
定
が
必
要
で
、
貸
付
限
度
額
は
社
会
福
祉

法
人
の
拠
点
か
ら
法
人
本
部
に
繰
入
れ
可
能
な
額

の
範
囲
、
連
携
法
人
は
貸
し
付
け
ら
れ
た
資
金
を

他
の
資
金
と
は
区
分
経
理
す
る
な
ど
の
諸
条
件
が

あ
り
ま
す
。
資
金
の
返
済
方
法
で
あ
っ
た
り
、
会

計
処
理
の
仕
方
で
あ
っ
た
り
、
詳
細
の
検
討
は
こ

れ
か
ら
と
な
り
ま
す
が
、
社
会
福
祉
法
人
の
制
度

を
損
な
わ
な
い
仕
組
と
す
る
こ
と
が
肝
要
で
す
。

全
国
経
営
協
の
ス
タ
ン
ス

　
社
会
福
祉
法
人
の
大
規
模
化
（
＝
事
業
譲
渡
・

合
併
）
に
つ
い
て
、
全
国
経
営
協
は
、
制
度
的
に
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強
制
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
各
々
が
地
域
特

性
や
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
（
リ
ス
ク
）
を
十

分
分
析
し
た
上
で
対
応
す
べ
き
と
の
ス
タ
ン
ス
を

取
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
手
法
と
し
て
は
、
初
め

に
法
人
の
多
角
化
・
多
機
能
化
等
に
よ
る
自
律
的

な
経
営
の
確
立
が
あ
り
、
次
に
連
携
・
協
働
、
そ

の
後
近
隣
施
設
等
へ
の
事
業
譲
渡
、
最
終
的
に
合

併
と
い
う
流
れ
を
基
本
と
す
べ
き
と
し
て
い
ま

す
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
連
携
推
進
法
人
は
今
後
大
き

な
動
き
と
な
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
是
非
い
ろ
い

ろ
と
検
討
し
た
上
で
判
断
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

率
は
10
．８
％
（
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構

「
平
成
29
年
度
退
職
手
当
共
済
制
度
加
入
法

人
」）
と
低
く
、
こ
う
い
っ
た
事
実
を
き
ち
ん
と

発
信
し
、
業
界
の
イ
メ
ー
ジ
改
善
を
図
っ
て
い
く

こ
と
も
重
要
で
す
。

　
離
職
理
由
に
つ
い
て
は
、
左
表
（
前
職
を
や
め

た
理
由
）
の
と
お
り
、
職
場
の
人
間
関
係
、
結

婚
・
出
産
を
挙
げ
る
人
が
多
く
、
収
入
の
低
さ
を

理
由
と
す
る
人
は
一
定
数
い
ま
す
が
、
ど
ち
ら
か

と
い
う
と
多
く
あ
り
ま
せ
ん
。
結
婚
・
出
産
と
い

う
理
由
は
、
逆
に
言
え
ば
、
安
心
し
て
結
婚
・
出

産
で
き
る
体
制
に
な
っ
て
い
れ
ば
離
職
せ
ず
に
済

む
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
な
お
、
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
「
平
成

29
年
度
『
保
育
人
材
』
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
に
よ
る
と
、
経
営
者
が
考
え
る
職
員
の
離
職

理
由
の
第
一
位
は
「
転
職
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

実
際
の
離
職
理
由
は
こ
ち
ら
も
人
間
関
係
が
圧
倒

的
に
多
く
、
経
営
者
の
認
識
の
違
い
が
明
ら
か
に

な
っ
て
い
ま
す
。経
営
者
は
、主
観
で
は
な
く
ふ
か

ん
し
て
事
実
を
客
観
的
に
捉
え
、職
場
環
境
に
も
っ

と
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
社
会
福
祉
法
人
に
は
、
制
度
の
狭
間
に
あ
る
も

の
を
含
め
、
地
域
の
様
々
な
福
祉
需
要
に
き
め
細

か
く
対
応
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
、
社
会
福
祉
法
人
が
非
営
利
法
人
で
あ
る
と

い
う
こ
と
の
一
つ
の
存
在
意
義
で
、
社
会
福
祉
法

人
の
責
務
と
し
て
、地
域
に
お
け
る
公
益
的
な
取
組

に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
公
益
的
な
取
組
に
は
、
日
常
的
に
行
っ
て
い
る

こ
と
、
例
え
ば
保
育
園
で
あ
れ
ば
保
育
実
習
生
の

受
入
れ
や
学
生
の
保
育
体
験
、
育
児
相
談
会
、
地

域
の
子
ど
も
へ
の
園
舎
・
園
庭
の
解
放
、
絵
本
の

貸
出
し
・
読
み
聞
か
せ
な
ど
も
十
分
当
て
は
ま
り

ま
す
。

　
な
お
、
こ
の
よ
う
な
取
組
の
実
績
を
積
極
的
に

地
域
に
発
信
し
、
見
え
る
化
・
見
せ
る
化
し
、
ブ

ラ
ン
ド
化
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

社
会
福
祉
法
人
経
営
を
め
ぐ
る
動
向

福
祉
人
材
の
確
保
と
経
営
者
の
役
割

〜
福
祉
人
材
を
め
ぐ
る
動
向
と
国
の
人
材
確
保
策
〜

明
日
の
法
人
経
営
を
考
え
る
〜
保
育
所
法
人
を
中
心
に
〜

人
口
構
造
の
変
化
と
対
応

　
日
本
の
人
口
は
、
平
成
21
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
全
体
的
に
減
少
を
続
け
ま

す
が
、
重
要
な
の
は
人
口
構
造
で
、
こ
れ
か
ら
生

産
年
齢
人
口
（
現
役
世
代
）
の
急
減
が
始
ま
り
ま

す
。
現
在
は
、
団
塊
の
世
代
が
全
て
75
歳
以
上
と

な
る
２
０
２
５
年
に
向
け
て
後
期
高
齢
者
が
急
増

し
、
少
子
高
齢
社
会
の
到
来
に
ど
う
対
応
す
る
か

と
い
う
局
面
で
す
が
、
２
０
２
５
年
以
降
は
、
75

歳
以
上
の
人
口
増
加
が
緩
や
か
に
な
る
一
方
、
団

塊
ジ
ュ
ニ
ア
世
代
が
全
て
65
歳
以
上
と
な
る
２
０

４
０
年
に
向
け
て
、
生
産
年
齢
人
口
の
急
減
と
い

う
新
た
な
局
面
に
入
り
ま
す
。

　
２
０
４
０
年
の
大
き
な
テ
ー
マ
は
、
少
子
高

齢
・
人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
で
、
現
役
世
代
の

人
口
が
急
減
す
る
中
、
社
会
の
活
力
の
維
持
向
上

に
ど
う
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
け
ば
よ
い
か
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。
厚
生
労
働
省
の「
社
会
保
障

審
議
会
介
護
部
会
」
で
の
検
討
事
項
に
、「
介
護

予
防
・
健
康
づ
く
り
の
推
進
（
健
康
寿
命
の
延

伸
）」と
あ
る
の
は
、
65
歳
以
降
に
な
っ
て
も
就

業
・
生
産
し
続
け
て
ほ
し
い
、
そ
う
い
う
ア
プ

ロ
ー
チ
で
局
面
を
乗
り
越
え
て
い
こ
う
と
す
る
政

府
の
方
向
性
が
感
じ
取
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
そ
の
ほ
か
、
多
様
な
人
材
の
就
労
・
社
会

参
加
の
促
進
、
生
産
性
の
向
上
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
活
用
、
高
齢
者
が
で
き
る
業
務
の
創
出
と
言
っ

た
こ
と
が
、
今
、
盛
ん
に
議
論
さ
れ
て
い
ま
す
。

人
材
確
保
の
ポ
イ
ン
ト

　
新
し
い
人
材
を
確
保
で
き
て
も
、
離
職
者
が
多

け
れ
ば
人
手
不
足
は
解
消
し
ま
せ
ん
。
人
材
確
保

に
は
、
今
い
る
職
員
の
育
成
・
定
着
・
離
職
防
止

の
取
組
が
必
要
で
す
。

　
介
護
労
働
安
定
セ
ン
タ
ー
の
「
平
成
30
年
度

『
介
護
労
働
実
態
調
査
』」
に
よ
る
と
、
介
護
業

界
の
離
職
率
は
15
．４
％
で
、
全
産
業
の
離
職
率

14
．９
％
（
厚
生
労
働
省
「
平
成
29
年
度
雇
用
動

向
調
査
結
果
」）
と
比
較
し
て
、
そ
れ
ほ
ど
高
く

は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
で
も
社
会
福
祉
法
人
の
離
職

特 集
　
12
月
12
日
、
盛
岡
市
内
に
お
い
て
、
県
内
の
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
等
１
１
３
名（
74
法
人
）が
参
加
し
、「
社
会
福

祉
法
人
経
営
セ
ミ
ナ
ー
」（
岩
手
県
社
会
福
祉
協
議
会
社
会
福
祉
法
人
経
営
者
協
議
会
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
社
会
福
祉
法
人
を
め
ぐ
る
最
新
動
向
と
と
も
に
、
経
営
者
と
し
て
考
え
る
べ
き
人
材
確
保
の
ポ
イ
ン
ト
や
働
き
方

改
革
へ
の
対
応
等
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
い
た
中
か
ら
、
一
部
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

全国社会福祉法人経営者協議会

地域共生社会推進委員会　専門員
村木　宏成 氏

出典：介護労働安定センター「平成30年度『介護労働実態調査』」

講師

令
和
元
年
度 

社
会
福
祉
法
人
経
営
セ
ミ
ナ
ー【
後
期
】

職場の人間関係に問題があったため

前職をやめた理由（複数回答）

結婚・出産・妊娠・育児のため

他に良い仕事・職場があったため

法人や施設・事業所の理念や運営の
あり方に不満があったため

収入が少なかったため

自分の将来の見込みが立たなかったため

その他

新しい資格を取ったから

人員整理・勧奨退職・法人解散・
事業不振等のため

自分に向かない仕事だったため

家族の介護・看護のため

病気・高齢のため

家族の転職・転勤、又は事業所の
移転のため

定年・雇用契約の満了のため

無回答
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前職が介護関係の仕事 (n=5,507)

(n=10,657)
前職が介護・福祉・医療関係以外
の仕事


